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研究成果の概要（和文）：本研究では、勤務表作成を通じたメンバーシップ向上に寄与するナース・スケジュー
リングシステムの開発を目的として、まず、構築型ナース・スケジューリングシステムにおける強化学習を用い
た勤務修正法の提案を行った。次に、欠勤発生などによる勤務表の修正を可能とする動的ナース・スケジューリ
ングに拡張した。さらに、勤務パターンの評価の異なる看護師がいる場合においても、適切な勤務表作成が可能
であることを確認した。以上により、強化学習と看護師長とのインタラクションが可能な、メンバーシップ向上
に寄与するナース・スケジューリングシステムの一例を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a nurse scheduling system that contributes to 
improving membership through work schedule creation. First, I have proposed a work modification 
method using reinforcement learning in a constructive nurse scheduling system. Next, I have extended
 the system to dynamic nurse scheduling, which enables modification of the work schedule due to the 
occurrence of absences and other factors. Furthermore, I have confirmed that it is possible to 
create appropriate work schedules even when there are nurses with different evaluations of work 
patterns. Consequently, I have shown an example of a nurse scheduling system that can interact with 
reinforcement learning and the head nurse to improve membership.

研究分野： 知能情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の学術的意義は、強化学習と看護師長のインタラクションが可能なナース・スケジューリングを開
発した点である。
　本研究成果の社会的意義は、ナース・スケジューリングに限らず、工場やコンビニエンスストアなどでのスタ
ッフ・スケジューリングや製品生産スケジューリングにも適用可能であり、広範なスケジューリング分野に貢献
できる点である。さらに、ナースの個性やライフステージに応じた勤務形態の価値を考慮することができるた
め、今後の人材採用計画の基礎資料となる可能性がある。このように、医療施設だけでなく、多様な企業や社会
全体に対しても大きな波及効果が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 学術的背景として国内外において、ナース・スケジューリングはスケジューリング問題の一つ
として扱われており、多くは勤務表の縦方向であるシフト制約（日・時間ごとの看護師の配置）
に重きを置いた、いわば労務管理視点から全ての条件を満たすことが難しい最適化問題として
捉えた研究である。唯一、池上敦子らは、勤務表の横方向であるナース制約（スタッフナースご
との勤務スケジュール）を中心としたスケジューリング法を提案している。しかしながら、看護
師長が様々な病棟の人材状況を考慮した上で勤務表を作成しており、看護師長が潜在的に持っ
ている勤務表作成ルール（例えば、スタッフナース間の相性など）があることに起因して、看護
師長ごとに望むベストな勤務表は異なることを考慮するには至っていない。さらに、看護師長を
内包するナース・スケジューリングは見当たらない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、勤務表作成を通じたメンバーシップ向上に寄与するナース・スケジューリングシ

ステムの開発を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 看護師長とのインタラクションを前提とした構築型ナース・スケジューリングシステムに着
目し、以下のように段階的に、ナース・スケジューリング問題の一例を用いた計算例により有効
性を評価する。  
１．構築型ナース・スケジューリングシステムにおける強化学習を用いた勤務修正法の提案、 
２．欠勤発生などによる勤務表の修正を可能とする動的ナース・スケジューリングへの拡張、 
３．勤務パターン評価の異なる看護師がいる場合における、適切な勤務表の作成。 
 
４．研究成果 
（１）構築型ナース・スケジューリングシステムにおける強化学習を用いた勤務修正法 
 強化学習と看護師長とのインタラクションが可能な、勤務表全体に対する評価値を用いない
構築型のナース・スケジューリングシステムに着目し、そのシステムが作成した勤務計画表に対
して、強化学習を用いた勤務修正法を提案した。さらに、ナース・スケジューリング問題の一例
を用いた計算例に適用した。その結果を図 1、図 2に示す。 
これにより、勤務表全体に対する評価値を用いないで、制約条件の違反数を小さくできる、つ

まり勤務表の質を向上できる可能性を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 目標状態に達成するのに要したステップ数 

図 2 目標状態に到達した際の違反数の合計 



（２）欠勤発生などによる勤務表の修正を可能とする動的ナース・スケジューリングへの拡張 
欠勤発生などによる勤務表の修正あるは再スケジューリングを動的ナース・スケジューリン

グとよび、提案手法を動的ナース・スケジューリングに拡張・提案を行った。さらに、ナース・
スケジューリング問題の一例において、様々な勤務において急な欠勤が発生した場合における
計算例に適用した。その結果を図 3、図 4 に示す。Day は日勤の欠勤、Evening は準夜勤の欠勤、
Late night は深夜勤の欠勤が、それぞれ発生した結果を示している。 
 これにより、拡張手法によって、実行可能な修正勤務表を作成可能であることが確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）勤務パターン評価の異なる看護師がいる場合における、適切な勤務表の作成可能性の評価 
提案システムにおいて勤務パターン評価の異なる看護師がいる場合においても実行可能な修

正勤務表を作成することが可能か、つまり、各看護師のライフステージを考慮した修正勤務表を
作成することが可能か検討した。勤務パターン評価の異なる看護師がいる状況において、具体的
には準夜勤から深夜勤を可能とする看護師が 1 人いる状況および 2 人いる状況において、提案
システムを適用した。その結果を図 5、図 6に示した。Situation1 は、勤務パターン評価の異な
る看護師がいない状況を、Situation2 は準夜勤から深夜勤を可能とする看護師が 1 人いる状況
を、Situation3 は準夜勤から深夜勤を可能とする看護師が 2人いる状況を示している。 
これにより、一例ではあるが勤務パターン評価の異なる看護師がいる状況においても、実行可

能な修正勤務表を作成可能であることを確認した。つまり、ナースの個性やライフステージやワ
ークライフバランスを考慮可能なナース・スケジューリングシステムの実現可能性を高いもの
とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 目標状態に到達するのに要したステップ数 

図 4 目標状態に到達した際の違反数の合計 

図 5 目標状態に到達するのに要したステップ数 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上により、強化学習と看護師長とのインタラクションが可能な、メンバーシップ向上に

寄与するナース・スケジューリングシステムとなりうることを示すことができた。 

図 6 目標状態に到達した際の違反数の合計 
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